
（第三種郵便物認可） ２０１０年７月１５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（２）

問
１　

年
齢

20
〜
30
代 

　

15
・
０
％

40
代 

　

27
・
１
％

50
代 

　

35
・
７
％

60
代 

　

17
・
９
％

70
歳
以
上 

　

４
・
３
％

問
３　

特
掲
診
療
料
の
包
括

化
や
減
算
が
増
え
た
こ
と
に

つ
い
て

当
然
だ 

　

１
・
４
％

や
む
を
得
な
い　

15
・
７
％

納
得
で
き
な
い　

57
・
９
％

分
か
ら
な
い 

　

24
・
３
％

無
回
答 

　

０
・
７
％

問
５　

歯
管
の
提
供
文
書
の

内
容
強
化
（
歯
科
と
全
身
疾

患
の
関
わ
り
を
記
述
す
る
な

ど
）
に
つ
い
て

賛
成 

　

11
・
４
％

反
対 

　

50
・
０
％

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 

　

27
・
１
％

分
か
ら
な
い 

　

４
・
３
％

無
回
答 

　

７
・
１
％

問
６　

２
０
１
１
年
度
か

ら
、
レ
セ
プ
ト
電
子
請
求
を

お
こ
な
う
医
療
機
関
で
、
す

べ
て
の
患
者
に
医
療
費
の
明

細
書
発
行
が
義
務
付
け
ら
れ

た
こ
と
に
つ
い
て

知
っ
て
い
る 

　

87
・
９
％

知
ら
な
い 

　

10
・
７
％

無
回
答 

　

１
・
４
％

問
８　

訪
問
診
療
に
歯
科
だ

け
20
分
ル
ー
ル
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て

賛
成 

　

５
・
０
％

反
対 

　

49
・
３
％

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 

　

19
・
３
％

分
か
ら
な
い 

　

23
・
６
％

無
回
答 

　

２
・
９
％

問
９　

施
設
基
準
の
届
出
や

院
内
掲
示
義
務
に
つ
い
て

賛
成 

　

14
・
３
％

反
対 

　

59
・
３
％

分
か
ら
な
い 

　

25
・
７
％

無
回
答 

　

０
・
７
％

問
10　

施
設
基
準
の
届
出
を

し
な
い
と
算
定
で
き
な
い
項

目
が
増
え
た
こ
と
に
つ
い
て

評
価
で
き
る 

　

11
・
４
％

評
価
で
き
な
い　

66
・
４
％

分
か
ら
な
い 

　

20
・
７
％

無
回
答 

　

１
・
４
％

問
11　

診
療
報
酬
の
あ
り
方

に
つ
い
て

出
来
高
払
い
を
堅
持
す
べ
き

 

　

86
・
４
％

包
括
化
（
マ
ル
メ
）
を
推
進

す
べ
き 

　

５
・
０
％

そ
の
他 

　

４
・
３
％

無
回
答 

　

４
・
３
％

問
12　

２
０
１
０
年
改
定
の

新
設
項
目（
抜
粋
）に
つ
い
て

•
混
合
歯
列
期
歯
周
組
織
検

査
の
新
設

評
価
で
き
る 

　

29
・
３
％

評
価
で
き
な
い　

47
・
１
％

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 

　

23
・
６
％

•
舌
接
触
補
助
床
へ
の
評
価

評
価
で
き
る 

　

26
・
４
％

評
価
で
き
な
い　

22
・
１
％

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 

　

48
・
６
％

無
回
答 

　

２
・
９
％

•
歯
周
病
安
定
期
治
療
（
Ｓ

Ｐ
Ｔ
）
の
点
数
引
き
上
げ

評
価
で
き
る 

　

32
・
１
％

評
価
で
き
な
い　

32
・
９
％

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 
　

33
・
６
％

無
回
答 

　

１
・
４
％

•
歯
周
組
織
再
生
誘
導
手
術

（
Ｇ
Ｔ
Ｒ
）
の
点
数
増

評
価
で
き
る 

　

37
・
９
％

評
価
で
き
な
い　

30
・
７
％

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 

　

30
・
７
％

無
回
答 

　

０
・
７
％

•
Ｇ
Ｔ
Ｒ
時
等
の
レ
ー
ザ
ー

加
算

評
価
で
き
る 

　

23
・
６
％

評
価
で
き
な
い　

42
・
１
％

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 

　

34
・
３
％

•
歯
科
技
工
加
算
の
新
設

評
価
で
き
る 

　

28
・
６
％

評
価
で
き
な
い　

42
・
１
％

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 

　

27
・
１
％

無
回
答 

　

２
・
１
％

•
明
細
書
発
行
体
制
等
加
算

の
新
設

評
価
で
き
る 

　

８
・
６
％

評
価
で
き
な
い　

72
・
１
％

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 

　

18
・
６
％

無
回
答 

　

０
・
７
％

•
障
害
者
歯
科
医
療
連
携
加

算
の
新
設

評
価
で
き
る 

　

30
・
７
％

評
価
で
き
な
い　

22
・
１
％

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 

　

45
・
０
％

無
回
答 

　

２
・
１
％

問
13　

２
０
１
０
年
改
定
の

評
価
に
つ
い
て

良
か
っ
た 

　

０
・
７
％

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
良
か
っ

た 

　

18
・
６
％

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
悪
か
っ

た 

　

26
・
４
％

悪
か
っ
た 

　

17
・
１
％

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 

　

27
・
１
％

分
か
ら
な
い 

　

８
・
６
％

無
回
答 

　

１
・
４
％

（
問
２
、問
４-

ａ
、問
７-

ａ

は
一
面
掲
載
の
た
め
省
略
）

　

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
終
着
の

都
か
ら
世
界
の
非
核
平
和

を
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に

「
第
21
回
核
戦
争
に
反
対

し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
㏌

奈
良
」
が
９
月
18
日
・
19
日

に
奈
良
市
内
で
開
催
さ
れ

る
。
開
催
を
控
え
山
上
紘
志

副
理
事
長
（
第
21
回
つ
ど
い

副
実
行
委
員
長
）
が
参
加
を

呼
び
か
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
の
核
不
拡
散
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
成

功
の
た
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

会
議
は
５
月
１
日
か
ら
28
日

ま
で
行
わ
れ
、「
す
べ
て
の

国
が
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
達
成
し
維
持
す
る
た
め
に

必
要
な
枠
組
み
を
確
立
す
る

た
め
の
特
別
な
取
り
組
み
を

お
こ
な
う
必
要
に
つ
い
て
確

認
す
る
」
と
明
記
さ
れ
た
最

終
文
書
が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
閉
幕
し
ま
し
た
。
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
新
た
な
国

際
的
合
意
に
踏
み
出
せ
ま
し

た
。
ま
た
８
月
に
は
、
ス
イ

ス
・
バ
ー
ゼ
ル
で
開
催
さ
れ

る
第
19
回
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核

戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
）

に
も
参
加
の
予
定
を
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
国
際
会
議

の
核
兵
器
廃
絶
の
到
達
点
と

展
望
、
世
界
の
世
論
と
運
動

の
実
情
を
、「
第
21
回
核
戦

争
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶

を
求
め
る
医
師
・
医
学
者
の

つ
ど
い
㏌
奈
良
」
の
基
調
報

告
で
話
す
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
つ
ど
い
は
、
佐
々
木
梅

治
氏
に
よ
る
「
父
と
暮
せ

ば
」（
作
：
井
上
ひ
さ
し
）

の
芝
居
・
読
み
語
り
な
ど
、

創
造
的
で
楽
し
い
企
画
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
後
援
に
新
聞

社
５
社
と
と
も
に
、
奈
良
県

歯
科
医
師
会
も
賛
同
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
私
た

ち
の
活
動
に
勇
気
と
励
ま
し

を
与
え
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　

医
科
・
歯
科
の
会
員
、
ご

家
族
、
職
員
の
方
々
の
ご
参

加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
協
会
事
務
局
ま
で
〈
℡

０
６-

６
５
６
８-

７
７
３

１
〉

　

協
会
の
北
大
阪
地
区
は
、

「
ス
ー
パ
ー
ボ
ン
ド
＆
光
フ

ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
説
明
会
」

を
、
㈱
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
の

協
力
の
も
と
に
６
月
26
日
、

千
里
朝
日
阪
急
ビ
ル
で
開

き
、
43
人
が
参
加
し
た
。

　

説
明
会
は
、
ま
ず
ス
ー
パ

ー
ボ
ン
ド
の
基
本
構
成
の
説

明
か
ら
入
り
、
新
し
く
発
売

さ
れ
た
「
筆
積
み
セ
ッ
ト
」

「
混
和
セ
ッ
ト
」
の
従
来
型

よ
り
改
良
さ
れ
た
点
と
、
そ

の
特
徴
や
応
用
例
を
紹
介

し
、
そ
の
後
、「
筆
積
法
」

「
混
和
法
」
の
実
習
を
行
っ

た
。
説
明
会
の

後
半
は
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ポ
ス
ト

の
紹
介
や
、
他

社
製
品
に
は
認

め
ら
れ
な
い
光

到
達
性
等
の
優

位
点
に
つ
い
て

説
明
し
た
後
、

模
型
を
使
っ
て

の
光
フ
ァ
イ
バ

ー
ポ
ス
ト
コ
ア
の
作
成
実
習

を
行
っ
た
。

　

わ
ず
か
２
時
間
と
短
い
時

間
で
は
あ
っ
た
が
、
日
常
臨

床
で
使
用
頻
度
の
高
い
ス
ー

パ
ー
ボ
ン
ド
の
正
し
い
管
理

法
、
新
商
品
の
使
用
方
法
と

そ
の
特
性
や
、
説
明
書
に
は

載
っ
て
い
な
い
よ
う
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
の
紹
介
等
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義

な
説
明
会
と
な
っ
た
。

 

（
吹
田
市
・
岩
住
征
紀
）

医
院
ス
タ
ッ
フ
17
人
が
参
加

し
た
。
講
師
は
接
遇
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
西
出
知
子
氏
。

　

西
出
氏
は
、「
医
療
は
患

者
の
『
不
安
・
不
満
・
不

信
』
と
い
う
〝
三
つ
の
不
〞

を
『
安
心
・
満
足
・
信
頼
』

に
変
え
て
い
く
こ
と
が
大

事
」
と
述
べ
た
上
で
、
人
と

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
ス
キ
ル
と
し
て
、
接
遇

が
必
要
だ
と
強
調
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
受
講
者
同

士
で
、
挨
拶
や
電
話
応
対
な

ど
に
つ
い
て
実
習
し
、
最
後

は
医
院
で
の
患
者
応
対
に
つ

い
て
院
長
役
、
患
者
役
、
ス

タ
ッ
フ
役
に
分
か
れ
て
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
明
日
か

ら
早
速
生
か
せ
る
内
容
だ
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

協
会
の
大
阪

市
西
部
・
東
部

・
南
部
地
区
は
、

６
月
27
日
、「
洗

練
さ
れ
た
接
遇

・
マ
ナ
ー
基
礎

編
」
と
題
し
て

接
遇
マ
ナ
ー
講

座
を
保
険
医
会

館
で
開
き
、
歯

科
医
師
２
人
と

北
大
阪
地
区

ス
ー
パ
ー

ボ 
ン 
ド
使
い
方
や
管
理
法
で
実
習

大
阪
市
西
部
・
東
部
・
南
部
地
区

明
日
か
ら
生
か
せ
る
接
遇
学
ぶ

医師・医学者のつどいin奈良
第21回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める

山上紘志副理事長

会員アンケート結果

歯科診療報酬改定
2010年

※回答者数140人、回答率20.0％

実習をする参加者＝６月26日、
千里朝日阪急ビル　　　　　　

◎９/18‒19　◎会場 奈良女子大学講堂他

電話応対の実習をする参加者＝
６月27日、保険医会館　　　　

企画の詳細・会場へのアクセ
スなどは同封のチラシをご参
照ください　　　　　　　　


